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講師  笹 岡 大 史 先生　医療法人忠恕�春日部在宅診療所ウエルネス�
理事長・院長

人間力を生かした
在宅医療

2025｜2｜1土～2｜28金一般社団法人日本医療経営実践協会 主催

ささおか・たいし●医療法人忠恕�春日部在宅診療所ウエルネス�理
事長・院長。医学博士、日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学
会循環器専門医。1989年北里大学医学部卒業。大学病院にて循環
器内科部長、介護施設長を経たのち、精神科病院で内科医師として
勤務。診療経験は小児科から内科まで幅広く、大学院では経営管理
研究科で介護医療制度や経営管理についても学んだ。2018年、こ
れまでの多様な経験を生かすため、在宅診療所を開業。近著に『現
場で使えるケアマネの医療知識便利帖』（翔泳社／監修・執筆）。

参加費  医療経営士（会員）……無料
医療経営士の皆様には視聴用アドレスを送付します

令和7年
新春特別
講演会

WEBオンデマンド配信
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冒
頭
で
挨
拶
し
た
原
勝
則
・

（
一
社
）日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
代
表
理
事
は
、ま
ず
２
０
２
４

年
１
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
で
亡
く
な
っ
た
方
々
へ
の
哀

悼
の
意
を
述
べ
、
医
療
経
営
士

の
力
を
結
集
し
て
被
災
地
と
医

療
機
関
の
支
援
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
24
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
医
師
の
働
き

方
改
革
関
連
制
度
の
施
行
に
触

れ
、「
働
き
方
改
革
に
あ
た
り
、

医
療
経
営
士
は
何
を
す
べ
き

か
。
医
療
経
営
士
自
身
の
働
き

方
を
見
直
し
、
医
師
ら
医
療
従

事
者
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

を
作
り
、
広
く
医
療
界
を
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
大
会
運
営
委
員
長
を

務
め
る
矢
野
正
子
・
医
療
経
営

実
践
協
会
九
州
支
部
支
部
長

（
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
名
誉
学

長
）
が
登
壇
し
、「
医
療
機
関

の
経
営
課
題
は
い
ろ
い
ろ
出
て

き
て
い
る
と
思
う
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
情
報
交

換
し
、
お
互
い
の
将
来
の
夢
を

描
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

特
別
講
演
は
、中
島
直
樹
・
九

州
大
学
病
院
副
病
院
長
／
メ
デ

ィ
カ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
長
／
教
授
／
国
際

医
療
部
長
が「
医
療
Ｄ
Ｘ
が
も

た
ら
す
新
し
い
病
医
院
経
営
」

の
演
題
で
、
臨
床
現
場
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
活
用
状
況
な
ど
に
も
触

れ
な
が
ら
医
療
機
関
で
の
Ｄ
Ｘ

の
現
状
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

こ
の
な
か
で
中
島
副
病
院
長

は
「
医
療
施
設
も
企
業
と
同
じ

く
、
経
営
・
人
事
な
ど
に
は
改

善
サ
イ
ク
ル
の
導
入
は
可
能
だ

が
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
改
善
サ

イ
ク
ル
を
入
れ
る
こ
と
は
困

難
」
と
指
摘
し
た
。
そ
の
背
景

と
し
て
、「
医
療
の
設
計
図
が

医
師
の
頭
の
中
に
し
か
な
い
」

点
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

一
度
導
入
し
た
も
の
は
不
要
と

思
わ
れ
る
業
務
で
も
排
除
し
づ

ら
く
な
る
た
め
、
業
務
量
過

多
、
さ
ら
に
は
患
者
の
在
院
日

数
延
伸
に
つ
な
が
る
弊
害
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

た
め
に
も
「
良
い
改
善
サ
イ
ク

ル
」
導
入
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。
実
際
、
臨
床
系
の
学
会
は

「
Ａ
Ｉ
活
用
一
色
」
だ
と
い
う
。

た
だ
そ
の
た
め
に
は
デ
ー
タ
の

品
質
が
重
要
で
、
カ
ル
テ
情
報

は
記
載
形
式
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ

る
の
に
対
し
、
サ
マ
リ
ー
は
他

人
に
見
せ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

る
こ
と
か
ら
活
用
の
余
地
が
あ

る
と
し
た
。
ま
た
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
も
そ
う
し
た
診
療
デ
ー
タ

の
欠
陥
を
補
え
る
と
い
う
。
現

在
、
九
州
大
学
病
院
を
は
じ
め

［右］開会挨拶を行った原勝則代表理事　［中］大会運営委員長の矢野正子氏
［左］特別講演に登壇した中島直樹氏

働
き
方
改
革
を
受
け
て

何
を
す
べ
き
か
を
問
う

中
島
直
樹・九
大
教
授

「
臨
床
系
学
会
は
Ａ
Ｉ
一
色
」

医
療
Ｄ
Ｘ
の
現
状
や
医
療
職
の
変
遷
な
ど

多
彩
な
角
度
で
医
療
経
営
を
議
論

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
12
月
１
日
、第
13
回「
全

国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」福
岡
大
会
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

福
岡
で
開
催
し
た
。大
会
テ
ー
マ
は「
医
療
経
営
士
の
働
き
方
が
病
医

院
を
変
革
す
る
―
今
、求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
と
具
体
的
実

践
方
法
」。当
日
は
約
２
０
０
人
の
参
加
者
が
集
い
、演
題
発
表
者
16
人

に
よ
る
経
営
改
善
事
例
の
報
告
な
ど
を
中
心
に
、病
医
院
の
経
営
改
善

に
向
け
た
話
題
が
盛
り
込
ま
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

第
13
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」福
岡
大
会

11
年
ぶ
り
の
九
州
開
催
に
２
０
０
人
が
参
加
！



医療現場のコミュニケーション＆
ハラスメント対応スキルアップ研修

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

講
座
概
要

日本ヘルスケア
経営学院

公 開 講 座

石井富美氏
（多摩大学医療・
介護ソリューション
研究所副所長）

講師 ❶ブランディングの鏡
❷医療現場のトラブル対応
❸医療現場のハラスメントの仕組みと対処法
❹コミュニケーションスタイルを知ろう
❺コミュニケーションスキルアップ

▶ 受 講 料：4,400円（税込）
▶ 講義時間：各10分程度（全5本）
▶ 受講期間：20日間

お申込みはコチラ➡

各10分のショート動画でスキマ時間を有効活用! WEB講座好評配信中

講
義
内
容
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を
報
告
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ

れ
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

６
人
の
医
療
経
営
士
が
各
賞
を

受
賞
し
た
（
表
）。
そ
れ
ぞ
れ

の
発
表
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
本
大
会
の
詳
報
を
掲
載
す

る
２
０
２
５
年
２
月
発
行
予
定

の
会
報
誌
『
理
論
と
実
践
』
に

て
お
伝
え
す
る
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
吉
長

成
恭（
一
社
）日
本
医
療
経
営
実

践
協
会
理
事
は
、
演
題
発
表
に

お
け
る
各
医
療
機
関
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
「
客
観
的
に
現
状

を
分
析
し
、チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

マ
に
講
演
。
自
身
が
厚
生
省
看

護
課
長
を
務
め
る
な
ど
看
護
職

の
制
度
的
発
展
に
尽
力
し
て
き

た
こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
看

護
の
大
学
の
増
設
促
進
や
専
門

看
護
師
、
訪
問
看
護
師
の
育
成

な
ど
が
看
護
職
の
今
日
の
発
展

に
つ
な
が
っ
た
と
振
り
返
っ

た
。
そ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え

つ
つ
、
医
療
経
営
士
に
つ
い
て

は
「
実
践
研
究
の
領
域
、
実
践

研
究
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
さ

ら
な
る
研
究
・
開
発
が
進
み
、

職
域
や
専
門
性
の
構
築
が
期
待

さ
れ
る
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

続
い
て
医
療
経
営
士
に
よ
る

演
題
発
表
が
行
わ
れ
た
。
今
大

会
は
１
日
の
大
会
で
は
最
多
と

な
る
16
名
が
登
壇
、「
医
療
経

営
士
に
よ
る
病
医
院
経
営
改

善
・
改
革
取
り
組
み
事
例
・
具

体
的
実
践
方
法
」
の
演
題
発
表

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
身
の
成
果

賞 氏名 所属・肩書 演題タイトル

審査委員
奨励賞

岡本光順
埼玉医科大学国際医療センター�
副院長、クオリティマネジメント
センター長、消化器外科教授

安全で質の高い外科治療を目的とした
組織マネジメント

佐竹直也 医療法人松田会�
事務部�部長

人間関係がカギとなる病院経営
～Ｉ病院の統合と変革の実践報告～

チャレンジ
賞 佐賀友美

医療法人渓仁会渓仁会真駒内
在宅クリニック�
訪問リハビリテーション科

新たな提供エリアへの挑戦
～まこクリ訪問リハ事業における
拡大戦略とその成果～

ユニーク
賞 盛田滝斗

公益社団法人日本海員掖済会
病院名古屋掖済会病院�
広報部�課長補佐

病院ERドキュメンタリー映画化における
医療経営士としての広報活動

インパクト
賞 矢野恵美

社会医療法人加納岩�
財団事務局�経営企画室�
兼�財務課�副課長

予算管理の重要性
～どん底からの再生ストーリー～

九州支部長
賞 山内剛志

社会福祉法人恩賜財団済生会
みすみ病院�情報システム室長�
兼�医事室係長

「コミュニティホスピタル」が
日本を元気に
～今、医療経営士が取り組むこと～

第13回「全国医療経営士実践研究大会」福岡大会　演題発表受賞者� （敬称略、順不同［発表順］）

４
病
院
で
、
デ
ー
タ
抽
出
な
ど

ア
ウ
ト
カ
ム
を
念
頭
に
置
い
た

入
院
パ
ス
な
ど
を
開
発
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
た
。

続
く
基
調
講
演
で
は
矢
野
大

会
運
営
委
員
長
が
「
医
療
経
営

士
が
切
り
拓
く
現
場
感
覚
・
現

場
主
義
の
道み

ち

標し
る
べ

─
医
療
経
営
士

と
い
う
職
域
の
理
念
や
理
論
を

ど
う
描
い
て
い
く
か
」
を
テ
ー

演題発表表彰式では登壇者全員に記念品、受賞者には表彰状が贈呈された

い
っ
た
」と
講
評
し
、そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
奮
闘
し
た
医
療
経
営

士
の
取
り
組
み
を
称
賛
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、

第
６
回
「
医
療
経
営
に
関
す
る

研
究
助
成
」
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
金
城
悠
貴
氏
（
社
会
福
祉

法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
横
浜
市

東
部
病
院
Ｄ
Ｘ
推
進
室
副
室

長
）
と
菊
岡
正
芳
氏
（
日
本
経

済
大
学
大
学
院
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
研
究

員
）
の
両
名
に
よ
る
研
究
助
成

最
終
報
告
が
、
尾
形
裕
也
座
長

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
の
も

と
で
行
わ
れ
た
。

16
人
の
医
療
経
営
士
が
登
壇

実
践
活
動
の
成
果
を
報
告

［右］演題発表審
査委員長の吉長
成恭氏
［左］全国から医
療経営士が参集
した福岡大会

表



【お問い合わせ先】日本医療経営実践協会東北支部／株式会社日本医療企画東北支社　☎022-281-8536

第 3 回  医 療 経 営 士 実 践 研 究 大 会

in
仙台●	特別講演「病院を変革するための医療経営士の働き方」

�［講　師］� 石井富美氏（多摩大学医療・介護ソリューション研究所副所長）
●	第13回「全国医療経営士実践研究大会福岡大会」演題発表再現
�［登壇者］� 金子瑛氏（福島赤十字病院事務部経営企画課主事／医療経営士2級）
� � 佐竹直也氏（医療法人松田会事務部長／医療経営士2級）

詳
細
は

コ
チ
ラ

東 北 支 部 大 会

医療経営士の働き方が病医院を変革する
～今、求められるマネジメント能力と具体的実践方法～

▶�日　時：2025年2月22日土
▶�場　所：ハーネル仙台
� （4階青葉）
▶�参加費：会員2,000円／
� 一般3,000円

プ
ロ
グ
ラ
ム 実践報告発表者募集中!
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第25回みやぎ仙台ネットワーク

必要なことを確実に実行していくための
土壌づくりが改革を実現させる第一歩

支部N EW S 東北支部

着任当時、一人ひとりのスタッフは皆
真面目で素直だが全体として古い体質を
引きずっており、業務も複雑できちんと
管理されていないことがわかり、組織を
スクラップビルディングするところから
スタートしたという菅野氏。まず院長に
は病院全体の概要を把握するため、医師、
看護師長全員と課長職以上の役職者とそ
れぞれ30分面接を実施してもらったと
いう。
一方、菅野氏は自分の立場を固めるた

めにも早期に自身の実績をつくる必要が
あった。そこで、まずは他院との連携アク
ションとして医師による返書を２週間以
内に返すことを徹底させ、70％に満たな
かった返書率を98 ～ 99％にまで向上。
当日紹介のスキームについても総合診療
科ですべてまず受けて、確定診断したう
えで該当科へコンサルテーションすると
いう形に変えた。さらに組織再編として
会議の見直しを行い、院内で行われてい
た全会議の目的と参加メンバーを洗い出
したうえで不要な会議を削減。参加者数
も減らし、定刻通りの開始、資料の事前配
布、議事録の簡略化を進めた。

また「上層部だけが騒いでもダメ。７
～８割の職員の意識を変えなければ」と
いう思いから全員参加型のブレインスト
ーミングを実施したという菅野氏。全職
員が病院経営の危機的状況を把握し、意
識改革を行い、この危機を乗り越える方
法を考えていくような風土を醸成した結
果、改善に向けて1,000件を超えるアイ
デアが集まり、ボトムアップ型の経営改
善が実現できたとその成果を述べた。

さらに人件費を下げるために大学医局
とも交渉し月140万の削減に成功、検査
委託契約の見直し、備品・材料の一元管理
等で経費削減に努める一方で、職員の保
育所については２人目以降の負担を減ら
すようにするなど、職員満足度を上げる
取り組みも行うことで業務改善を進めた。
その結果、2024年度は単月黒字も複数
回達成するなど、経営改善を成し遂げた
菅野氏。まとめでは即断即決できる院長
のリーダーシップと、職員間・部署間のコ
ミュニケーションと情報の共有に加え、
責任の明確化が不可欠であると述べ、「経
営改善にきれいごとはない。愚直に泥を
かぶる仕事をやっていくしかない」と講

演を締めくくった。
その後に行われた質疑応答では、「職員

には現状維持バイアスがあったと思うが
どうやって打破していったのか」「全職員
参加型のブレストは参加を促すためにど
のような声掛けを行ったのか」「反対もあ
ったと思うが、それでも改革を進めてい
った原動力とは何だったのか」「看護師は
経営に関心がない方も少なくないと思う
がどうやって参加させたのか」といった
実践的な質問が多く投げかけられ、菅野
氏も一つひとつの質問に真摯に回答、終
了時間ギリギリまで質問が寄せられ、参
加者の関心の高さが伺われた。

日本医療経営実践協会東北支部みやぎ仙台ネットワークは12月13日（金）、仙台赤十字病院の菅野雅博氏を講師に招き、25回目
となる研究会「地域連携をやりながら組織改善、病院経営のいろいろ」を開催。2023年4月に現在の院長とともに着任し、施設の
老朽化、医療再編、経営悪化という課題を抱えていた病院の改革を二人三脚で進めてきた菅野氏が、その改革の具体的な内容を
医療経営士に伝えた。

しっかりと現状を把握したうえで
全職員を巻き込んだ改革を進める

愚直に進めていくことこそが
改革を実現させるためのカギ

自身の取り組みを一つひとつ丁寧に解説した菅野氏



【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 受
験エントリー

2025年

1月16日木 
まで受付中!

初の
IBT試験を
実施！

第44回「医療経営士3級」

推奨環境のチェック等、詳細については協会ホームページをご確認ください。※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。詳しくは協会ホームページをご確認ください

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

2025年1月17日金受験料支払締切日

2024年12月10日火～2025年1月16日木受験エントリー期間

9,100円（税込）受験料 ※手数料別途

受験資格 年齢、学歴、国籍等の制約はありません

試験方式 IBT（Internet�Based�Testing）方式

試験会場 ご自宅のPCを使用して受験できます
（会場での実施はありません）

216日2025年

MMSNEWS�［2024年12月号］4

事務局掲示板 PICK UP 研究会

2024年度「医療経営に関する研究助成」で懸賞論文「日本医療
経営実践賞」優秀賞を受賞した梅本豊氏（医療法人恒昭会藍野病
院地域医療連携センター長／医療経営士３級）の受賞記念講演
「『入院依頼の増加』を図り、『入院患者獲得』につないだ軌跡～病
院競争の生存戦略　地域医療連携センターの強化～」の動画を
特設サイト上で公開しました。

【「医療経営に関する研究助成」特設サイト】
　https://www.jmmpa.jp/association/
archive/grant_7/cl/。

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講師

2025年1月10日（金） 東海 静岡県東部医療経営研究会 
「気候変動による疾病負荷の変化と医療環境の転換 」ほか 鈴木 秀 氏（日本医療政策機構 ）ほか

2025年1月15日（水） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾 
第3回「病院の内部環境分析を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

2025年2月19日（水） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾 
第4回「病院経営戦略の策定と実行を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

2025年2月22日（土） 東北 第3回医療経営士実践研究大会東北支部大会 
医療経営士の働き方が病医院を変革するin 仙台

石井富美 氏（多摩大学医療・介護ソリューション
 研究所副所長）ほか

2025年3月19日（水） 関西 “イチ”からわかる　病院経営オンライン塾 
第5回「病院経営の改善手法を学ぶ」 古株靖久氏（有限責任監査法人トーマツ）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

第6回（2024年度）懸賞論文
「日本医療経営実践賞」受賞記念講演を

特設サイトにて公開開始

【お申し込み】 
E-mail：info@jmmpa.jp

会報誌『理論と実践』投稿募集中
自分の声を会員に届けよう

当協会が発行している会報誌『理論と実践』では、会員の皆さ
まからの投稿を募集しています。日頃の職務における疑問や悩
み、業務改善へ向けたアイデア、病院経営や医療政策・制度に関
する論文や問題提起等、内容は自由です。採用原稿については薄
謝を進呈いたします。お気軽にご投稿ください。

協会本部

令和７年新春特別講演会は在宅医の笹岡大史氏が登壇

2月1日（土）より会員に向けWEB配信
【開催概要】
■会員限定オンデマンド配信期間
　2025年2月１日（土）～ 2月28日（金）

【講師】
笹岡大史先生
ささおか・たいし●医療法人忠恕�春日部在宅診
療所ウエルネス�理事長・院長、医学博士、日本内
科学会総合内科専門医、日本循環器学会循環器専
門医。1989年北里大学医学部卒業。大学病院に
て循環器内科部長、介護施設長を経たのち、精神
科病院で内科医師として勤務。診療経験は小児科
から内科まで幅広く、大学院では経営管理研究科
で介護医療制度や経営管理についても学んだ。

毎年医療業界内外から第一線で活躍
されている有識者を招き、会員にとっ
て刺激となる内容を講演いただく「新
春特別講演会」。令和7年は医療法人忠
恕�春日部在宅診療所ウエルネス理事
長・院長として在宅医療に取り組まれ
ている笹岡大史氏の登壇が決まった。
テーマは「人間力を生かした在宅医
療」。大学病院の循環器内科部長や介
護施設長等幅広い経験を持ち、小児科
から内科まで豊富な診療経験を有する
笹岡氏は、2018年に多様な経験を活
かすべく在宅診療所を開設。まだ担い
手の少ない障がい児や心臓疾患患者の
訪問診療も手がける笹岡氏の活動のベ
ースにあるという｢人間力｣について、
在宅医療の最前線での活動と合わせて
お話しいただく。
医療経営士（会員）は事務局より送付
する視聴用URLから無料で視聴でき
る。2月1日（土）より視聴開始。

2018年、これまでの
多様な経験を生かすた
め、在宅診療所を開業。
近著に『現場で使える
ケアマネの医療知識便
利帖』（翔泳社／監修・
執筆）。


